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介護ロボットの普及推進に向けて 
～ロボット技術で介護の未来を拓く～ 

平成２７年１１月１２日 

 

公益社団法人かながわ福祉サービス振興会 

理事長  瀬戸 恒彦 

伊那谷三市議会正副議長視察研修資料 



公益社団法人かながわ福祉サービス振興会の紹介 

－ 福祉社会の新たな地平を目指して － 

行政 
神奈川県 
県内市町村 

県民 
利用者・家族 

企業･NPO 
福祉、介護、医療 
関連企業、団体 

振興会 

１ 福祉サービスの振興 

２ 福祉サービスの質の
向上 

３ 活力ある地域社会（コ
ミュニティ）の実現 

基本理念 目指す方向 

平成９年３月設立 

設立の意義と基本理念 

行政（公）と 

企業・ＮＰＯ（民）との 

コラボレーションによる 

「高福祉社会」の実現 

かながわシルバーサービスのビジョン（平成8年3月）の提言を受けて設立 



１．介護ロボットの種類 
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ロボットの種類と目的 

産業用ロボット 

サービスロボット 
1. 物理的サービス 
2. 心理的サービス 

• 医療 

• 介護・福祉 
• 警備 
• パーソナルモビリティ 
• 清掃 
• 受付・案内 
• 教育 
• レスキュー 
• 家事支援など 

人口知能（ＡＩ）の進化により、様々な分野でロボットが活躍する！ 

●国内ロボット産業の市場規模 

  2013年：8,600億円 

●2020年： 2.8兆円 

●2035年： 9.7兆円 

今後、特にサービスロボット
の市場が大きく伸びる。 

出典：経産省・NEDO 
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介護ロボットとは？（１） 

 
介護ロボット＝ 
 

 
「介護サービスを支援する先端機器・システム」の総称 

ロボット 

経済産業省の定義によると、（１）センサー、（２）知能・制御系、
（３）駆動系の要素を持つ機械システムのこと。 



Copyright© 公益社団法人かながわ福祉サービス振興会 

介護ロボットとは？（２） 
• 医療機器のような法的な定義はなく、定義は錯綜している。 
• 「介護ロボット」と呼ばれていても、実際には医療機器、福祉機器、介護機器であるもの
も含まれる。 

• 「介護する側」の負担減に役立つロボットがある一方で、「介護される側」の自立支援や
癒しに役立つものもある。 

介護者支援型 

（移乗、入浴、排泄など） 

自立支援型 

（歩行支援、リハビリ、食事、
読書など） 

コミュニケーション・ 
セキュリティ・メンタルケア型 

いやし、見守りなど 

介護ロボットの分類 
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介護ロボットの種類と機種例（１） 

床ずれ防止 排泄介助 入浴介助 

睡眠管理 

介護者支援型 

移乗・移動 

食事補助 
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介護ロボットの種類と機種例（２） 

自立支援型 

食事補助 

歩行支援 
握力補強 読書支援 

自立移動支援 
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介護ロボットの種類と機種例（３） 

コミュニケーション・セキュリティ・メンタルケア型 

http://kaden.watch.impress.co.jp/img/kdw/docs/483/784/html/2.jpg.html
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介護ロボットの紹介１： HAL®福祉用 

ロボットスーツHAL®福祉用は、脚に障がいを持つ方々や脚力が弱くなった高齢の

方々の脚力・歩行機能をサポートし、歩くことの素晴らしさを取り戻してもらうことを
願って誕生した、画期的な自立動作支援ロボット。 

ロボテラス 

湘南ロボケアセンター 
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介護ロボットの紹介２： パロ 

セラピー用アザラシ型ロボット「パロ」は、楽しみや安らぎなどの精神的なセラピー
効果を目的にしたロボット。元気付け、動機付け、ストレスの軽減など、心身を癒す
ロボット・セラピー効果を提供します。 

 産総研が設立した株式会社知能シス
テム（富山県南砺市）により、2005年か

ら日本国内で販売が開始されており、
2008年4月までに1,000体以上が販売

され、主として高齢者向け施設や病院
などで利用されている。価格は35万円。  
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介護ロボットの紹介３： PALRO（パルロ） 

パルロは知能化技術を搭載し、人と自然なコミュニケーションを実現した
ヒューマノイド・ロボット。会話力・コミュニケーション力、クイズやゲームなどの
エンターテイメント力により、高齢者福祉施設などで活躍しています。 
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介護ロボットの紹介４： マッスルスーツ 

マッスルスーツは腰補助用を目的とした装着型筋力補助装置 
 圧縮空気を用いた人工筋肉を採用 
 圧縮空気ボンベを搭載 
 インターフェースに装着者の呼吸で反応するスイッチを採用 

海老名市の老健・アゼリアにて！ 



 ２．ロボット普及に向けた 
   当振興会の取り組み 
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新（ロボット関連）産業を育成したい！ 

介護ロボット普及推進事業の目的 

介護分野の問題解決をして、新産業の育成にも繋げたい！ 

  介護福祉分野が抱える様々な問題を解決したい！ 

 介護する側の問題解決     

県内の産業育成 

 介護される側の問題解決   

例： 介護の負担軽減、人手不足の解消 

 例： 自立・身体動作支援 

経済発展に！ 

後の雇用機会の増大などにも繋がる！ 

目的１ 

目的２ 



Copyright© 公益社団法人かながわ福祉サービス振興会 

①ロボットの試験導入、②リサーチ、③普及活動が主な取り組み 

介護ロボットの 
試験導入 

介護ロボットに関する
マーケットリサーチ 

介護ロボットの 
普及推進活動 

1 

2 

3 

1. アンケート調査 
2. 施設に訪問ヒアリング 
    （導入・活用状況など） 

1. 事業説明会の開催 
2. シンポジウムの開催 

主な取り組み 

1. 試験導入＋効果測定（評価） 
2. 人材育成 

かながわ福祉サービス振興会の取り組み 
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（試験）導入に関わった介護ロボット（１）          

HAL®福祉用 

パロ 

PALRO 

パワーアシストハンド 

つるべー 
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眠りSCAN リラウェーブ ヒューマニー 

NESS ルンバ りーだぶる 

（試験）導入に関わった介護ロボット（２）     
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マッスルスーツ SAKURA 

Owlsight 

（試験）導入に関わった介護ロボット（３）     

aams 
（安心・安全・見守り・システム） 

SASUKE 
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人材育成 

 月に１回、1日のセミナー（研修会）を開催   

パロを適切に使用できる者（パロハンドラー）の育成 

平成25-26年度事業 



「介護業務の負担感」と「ロボット代替の期待感」 

・負担感が強く、しかもロボット代替の期待感も強い業務は「移動・移乗の介助」。 
・負担感が強い一方でロボット代替の期待感が弱い業務は「排泄介助」。 
・移動系のロボットの期待が高い様子をうかがわせる結果となった。 

0.0 

5.0 

10.0 

15.0 
清潔・整容

洗濯

整理整頓

余暇支援

就寝時の見守り・巡回

食事介助

医療行為の補助

排泄介助

移動、移乗の介助

入浴介助

介護の負担感

ロボット代替の期待感

平成22年度事業 
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介護施設へのアンケート調査の実施 

出典：当振興会調査 
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業務負担の理由 

平成22年度事業 

介護業務 ロボットでは業務代替できないと
思う理由 

入浴介助 

排泄介助 

移動・移乗の介助 

食事介助 

• 利用者の恥ずかしいという心理を
気遣うから 

• 滑るなどの安全面を気遣うから 

• 利用者の恥ずかしいという心理を
気遣うから 

• 腰痛など肉体的に負担が大きい
から 

• ベッドから、椅子から、と日常のあ
らゆる局面にて発生するから 

• 他の業務と異なり、時間をずらす
ことができないから 

• 排泄物から健康面のチェックがで
きないから 

• コミュニケーションが取れないから 

• 個人毎の体格差、湯温調整ができ
ないから 

• 肌と肌の触れ合いがなく、コミュニ
ケーションが取れないから 

• 介助中に（体調などの）異常に気付く
ことが出来ないから 

• ロボットでは利用者ごとに異なる
対応ができないから 

アンケート調査の結果（２） 
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導入に向けた阻害要因  

25

15
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47

104
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152

211

231

0 50 100 150 200 250

その他

組織内で決済がなかなかもらえないから

操作が難しそうだから

家族の了解が得られにくそうだから

導入後の利用シーンが不明だから

役立つと思えるロボットがないから

機械に頼ることへの抵抗感があるから

導入後の効果がわからないから

導入に伴う費用対効果がわからない

利用者が受けれてくるかわからないから

事故が気になるから

人数

複数回答 

n=463 

約50％が指摘 

約33％が指摘 

アンケート調査の結果（３） 
平成22年度事業 
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 2011国際ロボット展（2011年11月11日の「介護の日」）にてシンポジ
ウムを開催した。 

 当日の様子はテレビ東京のビジネス番組・ＷＢＣ（ワールドビジネ
スサテライト）で紹介された。 

国際ロボット展にて発表 
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介護ロボット関連のイベント企画・開催 

黒岩祐治氏（神奈川県知事）を招いて 
「介護・福祉ロボットシンポジウム」を開催（2011年11月）。 
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直嶋前経済産業大臣ら民主党ライフ・
イノベーション小委員会が導入先施
設を視察  
（平成22年12月 於：リハビリポート横浜） 

駐日ノルウェー王国大使とノルウェー 

王国の国会議員一行が導入先施設
を視察 

（平成23年9月 於：老健リハビリ横浜） 

国内外から大きく注目され、視察依頼が続いた！ 

上記視察を受けて厚労省の「福祉用具・介護ロボ 
ット実用化支援事業」が23年度にスタート 

国内外からの視察の受入れ 
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新聞（読売、東京、他）、雑誌（週刊朝日、他）に多数の露出！ 

メディア掲載１ 

http://www.kaigo-robot-kanafuku.jp/image/C5ECB5FEBFB7CAB9B5ADBBF6(23.12.05).pdf
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テレビ（NHK、テレビ東京、他） にもスタジオ生出演！ 

2013年9月12日NHK  「NEWS WEB」 
2013年11月28日 BSフジ プライムニュース 

2013年11月9日 テレビ東京「マネーの羅針盤」 

2013年5月1日BS朝日「午後のニュースルーム」 

メディア掲載２ 
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さがみロボット産業特区 

生活支援ロボットの実用化を通じた地域の安心・安全の実現！ 
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普及に向けた国や自治体の支援内容 

支援内容 主な支援対象 説明 

製造事業者 • 開発費の補助 

製造事業者 

介護事業者 

• 実証実験という「場」の提供 

• 購入時の金銭面を補助 

• アンケートなど調査の実施 

• 各種イベント（ロボットの展示・
説明・体験、研修）など 

ー 

ー 

１．開発支援 

２．試験導入・実証実験 

３．購入補助 

４．リサーチ 

５．普及推進活動 



３．国の方向性 
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10万円介護ロボットの普及へ 

出典：讀賣新聞 平成23年4月28日 



Copyright© 公益社団法人かながわ福祉サービス振興会 

国の重点分野（８分野） 

移乗介助機器（装着型） 移乗介助機器（非装着型） 移動支援機器（屋外型） 移動支援機器（屋内型） 

排泄支援機器 入浴支援機器 見守り支援機器（介護施設型） 見守り支援機器（在宅介護型） 

http://robotcare.jp/?page_id=29
http://robotcare.jp/?page_id=38
http://robotcare.jp/?page_id=42
http://robotcare.jp/?page_id=1940
http://robotcare.jp/?page_id=64
http://robotcare.jp/?page_id=1947
http://robotcare.jp/?page_id=68
http://robotcare.jp/?page_id=1945


４．課題と将来像 
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介護ロボットの普及（市場開拓）に向けた課題 

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
が
普
及
し
な
い 

経済面 

情報面 人材面 

メリット（費用対効果）
不明 

機能や利用法不明 

施設内の業務面 

扱える人材不足 

事例少 
安全や保証不明 

補助金無し 

教育・研修無し 

高価格 
加算無し 

職員が多能工 

業務効率が必ず
しも歓迎されない 

利用者の体調
にあわせた対応 

否定的な 

マインド・価値観 

製品面 

（現場ニーズとの）

ギャップ 
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将来は、ロボットと共存する世の中に！ 

 クラウド上のアプリケーションやセ
ンサネットワークなどと一体化 

   （ネットワーク化） 
 つまり、ロボット単体でサービスが
完結 

 スタンドアローン（stand-alone)として
の利用 

今は 将来は、 

 協調制御、知能化空間としてサー
ビスが提供される 



おわりに 

 

世界に例を見ない超高齢社会は、私たちのすぐ目の前にあ
ります。 
 

未来を創るために、今、しなければならないことは、関係者
の知恵を重ねることです。 
 

介護の問題を解決するために、ロボットを活用することは新
しいチャレンジです。 
 

きっと、このチャレンジが、神奈川、日本、そして世界の未来
を明るくすると信じています。 
 
 ご清聴ありがとうございました。 
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